
公益財団法人ライフ・エクステンション研究所付属

永寿総合病院・柳橋分院・予防医療センター

教えて！気になる病気の話

正常圧水頭症について
院長・センター長
インタビュー
EIJUのできごと

第3回 リハビリテーション科公開講座
3月オレンジカフェ

広報誌 えいじゅ 

VOL.

119
2025年 2月発行 



見
逃
さ
な
い
で
!
正
常
圧
水
頭
症
の
症
状
と
治
療
法

シ
ャ
ン
ト
術
を
行
い
ま
す
。
転
び
に
く
く
な
っ

た
、
ボ
ー
っ
と
し
て
い
た
の
が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
、

な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
主
に
、
脳
室–

腹
腔
短
絡
術
（
V–

P 
s
h
u
n
t
）、
腰
椎
く
も

膜
下
腔–

腹
腔
短
絡
術
（
L–

P 
s
h
u
n
t
）、

脳
室–

心
房
短
絡
術
（
V–

A 
s
h
u
n
t
）
の

３
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
長
所
・

短
所
が
あ
り
（
図
）、
ど
の
方
法
を
お
勧
め
す
る
か

は
各
症
例
に
応
じ
て
判
断
し
ま
す
が
、
当
院
で
は

主
に
前
2
者
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
科
で
は
シ
ャ

ン
ト
手
術
は
い
ず
れ
も
全
身
麻
酔
で
行
い
ま
す

が
、
短
時
間
の
小
手
術
で
済
み
、
10
日
間
程
度
の

入
院
中
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
併
せ
て
行

い
ま
す
。
比
較
的
小
さ
な
手
術
で
す
が
、
臨
床
的

に
は
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
患

者
さ
ん
・
ご
家
族
の
満
足
度
が
高
い
手
術
治
療
の

1
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
正
常
圧
水
頭
症
は
、
そ

れ
自
体
で
直
ぐ
に
生
命
に
関
わ
る
こ
と
は
稀
な
た

め
、
見
逃
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
治

療
を
行
わ
な
い
場
合
、
改
善
す
る
可
能
性
は
低
い

疾
患
で
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
患
者
さ
ん
・
ご
家

族
は
是
非
、
当
院
脳
神
経
外
科
を
ご
受
診
く
だ

さ
い
。

水
頭
症
は
脳
脊
髄
液
の
循
環
障
害
に
よ
り
生
じ

る
病
態
で
、
発
生
機
序
に
よ
り
閉
塞
性
水
頭
症
と

非
閉
塞
性
水
頭
症
の
２
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
前

者
は
脳
脊
髄
液
の
通
過
障
害
に
よ
り
生
じ
、
脳
腫

瘍
や
脳
室
内
出
血
に
伴
い
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
多
く
の
方
が
想
像
す
る
「
命
に
関
わ
る
」、

「
重
症
の
」、「
小
児
期
に
多
い
」
病
態
が
含
ま
れ
緊

急
対
応
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
他
方
、
後

者
は
主
に
脳
脊
髄
液
の
吸
収
障
害
に
よ
り
生
じ
る

と
さ
れ
、
く
も
膜
下
出
血
や
頭
部
外
傷
の
後
に
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る（
特
発
性
）

正
常
圧
水
頭
症
は
後
者
に
含
ま
れ
、
一
般
病
院
の

脳
神
経
外
科
で
遭
遇
す
る
頻
度
が
高
く
、
高
齢
者

に
多
い
病
態
で
す
。

T
r
e
a
t
a
b
l
e 
d
e
m
e
n
t
i
a
（
治

療
が
可
能
な
認
知
症
）
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
認
知
症

と
診
断
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
中
に
、
手
術
治
療
に
よ

り
治
癒
も
し
く
は
改
善
の
期
待
さ
れ
る
一
群
が
知
ら

れ
て
お
り
、近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
疾
患
で
す
。
主
な

症
状
は
、全
般
的
な
不
安
定
さ
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
消

失
で
す
。
教
科
書
的
に
は
歩
行
障
害
・
認
知
症
症
状
・

失
禁
が
三
徴
と
さ
れ
、典
型
例
で
は
３
つ
全
て
が
顕
在

化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
最
近
転
び
や
す
く
な
っ

た
」、「
急
に
も
の
忘
れ
が
酷
く
な
っ
た
」と
い
っ
た
部

分
的
な
症
状
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
か
ら
は
「
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
ど

う
し
よ
う
？
」
と
心
配
さ
れ
受
診
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。
診
断
に
は
頭
部
M
R
I
な
ど
画
像
検

査
も
行
い
ま
す
が
、
治
療
適
応
の
判
断
に
は
数
日
間

の
入
院
で
行
う
タ
ッ
プ
テ
ス
ト
が
必
要
で
す
。

教
え
て
！

気
に
な
る

病
気
の
話

正
常
圧
水
頭
症
に
つ
い
て

水
頭
症
と
は
？

正
常
圧
水
頭
症
に
つ
い
て

正
常
圧
水
頭
症
の

治
療
に
つ
い
て

脳神経外科　主任部長 / 脳卒中科

専門

◇ 日本脳神経外科学会専門医
◇ 日本脳卒中学会専門医・指導医
◇ 日本脳卒中の外科学会技術認定医・指導医
◇ 日本神経内視鏡学会技術認定医
◇ 日本がん治療認定医機構がん治療認定医
◇ 身体障害者福祉法指定医（肢体不自由）
◇ 医学博士

金
か な い

井 隆
りゅういち

一

歩 行障害

認 知 症 症 状
失 禁

水頭症

続発性
正常圧
水頭症

特発性
正常圧
水頭症

歩行障害・認知症症状・
尿失禁などの症状

脳脊髄液の流れが悪くな
ることによって起こる

閉塞性水頭症 非閉塞性水頭症
脳脊髄液の吸収などに問
題がある場合に起こる

その他の
閉塞生
水頭症

小児
水頭症

頭痛・嘔吐・
頭蓋内圧亢進・
意識障害など
の症状

その他の
水頭症

正常圧
水頭症

　長所　確実な効果が得られる

　短所　脳室穿刺が必要

　長所　 腹腔側操作が不要で腹部手術歴
が多い方には適することがある

　短所　脳室穿刺が必要

　長所　脳への操作が不要

　短所　腰椎の強い変形・手術歴のある
方は、腰椎側チューブの挿入が
困難なことがある

脳室

脳室

腰椎

V–P shunt

V–A shunt

L–P shunt

図

脳神経外科　外来予定表
月 火 水 木 金 土

午　　前 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

午　　後
完全予約制

完全
予約制

完全
予約制 − − − −

お問い合わせ

03-3833-8381代 表

03-3833-3740診療予約
紹介状をお持ちの方
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In
terview

In
terview

院長・センター長
インタビュー

受付

待合室 女性更衣室

地
域
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
励
み
に
、
健
康
を
守
る
活
動
を
。

病
院
機
能
を
強
化
し
、
新
た
な
取
り
組
み
を
。

院長　愛甲 聡

当
院
が
こ
の
地
に
移
転
し
て
は
や
23
年
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
柳
橋
病
院
を
分
院
化
す

る
こ
と
で
急
性
期
疾
患
に
よ
り
特
化
し
、
健
診

部
門
を
院
外
に
独
立
さ
せ
る
こ
と
で
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
診
療
機
能
を
で
き
る
限
り
充
実
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
ご
挨
拶
で
も
触
れ
ま
し

た
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
は
順

調
に
稼
働
を
続
け
、
昨
年
1
年
で
消
化
器
外
科
、

婦
人
科
、
泌
尿
器
科
で
計
82
人
の
患
者
さ
ん
に

利
用
さ
れ
ま
し
た
。
各
科
と
も
よ
り
安
全
で
精

緻
な
手
術
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
評
判
通

り
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
昨

年
4
月
か
ら
予
定
入
院
の
患
者
さ
ん
の
入
院
前

P
C
R
検
査
を
廃
止
し
ま
し
た
。
面
会
制
限
も

徐
々
に
緩
和
し
て
、
現
在
も
緩
和
病
棟
以
外
は

15
分
以
内
と
時
間
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
日

で
も
面
会
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
に
感

染
力
の
強
い
性
質
を
維
持
し
て
い
ま
す
の
で
、
入

院
後
に
発
症
し
た
患
者
さ
ん
か
ら
同
じ
部
屋
の

患
者
さ
ん
へ
の
感
染
な
ど
が
散
見
さ
れ
ま
す
が
、

感
染
制
御
部
の
適
切
な
管
理
に
よ
り
早
期
に
収

束
さ
せ
て
い
ま
す
。
人
類
に
は
一
つ
新
し
い
感

染
症
が
増
え
、
こ
れ
か
ら
も
長
き
に
渡
っ
て
上

手
く
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
は
、
脳
神
経
内
科
、
救
急
科
、
循
環

器
内
科
で
増
員
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
と
く
に

救
急
疾
患
の
患
者
さ
ん
に
よ
り
迅
速
で
高
度
な

医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

地
域
の
患
者
さ
ん
や
先
生
方
に
は
、
折
り
に
触

れ
「
困
っ
た
時
の
永
寿
病
院
」
と
言
っ
て
い
た

だ
き
大
変
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地

域
貢
献
を
病
院
の
活
動
目
標
の
主
軸
と
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
顧
・
ご
支
援
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Prof i l e
外科主任部長 兼任
専門は消化器外科（食道・胃・大腸）および
一般外科
日 本 外 科 学 会 外 科 専 門 医、 日 本 消 化 器
外 科学会消化器外科専門医
金（AM） 木（PM）の外科外来を担当

センター長　小山 恭正

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
よ
り
永
寿
総
合
病
院
柳
橋
分
院
を
ご
支
援

い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
C
O
V
I
D-

19
）

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
終
息
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、

落
ち
着
い
て
お
り
ま
す
。
他
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
猛
威
を
振
る
い
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
も

流
行
し
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
感
染
症
の
重
大
性

を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
と
は
言
え
、
入
院
患
者

さ
ん
へ
の
面
会
は
、
制
限
を
緩
和
し
、
ほ
ぼ
以
前

の
状
況
に
復
帰
し
て
お
り
ま
す
。

2
0
2
5
年
は
人
口
問
題
の
節
目
の
年
で
、
団

塊
の
世
代
が
全
員
、
す
な
わ
ち
我
が
国
の
人
口

の
5
人
に
1
人
が
、
75
歳
以
上
と
な
る
年
で
す
。

2
0
4
0
年
頃
に
は
65
歳
以
上
の
人
口
が
ピ
ー
ク

と
な
り
ま
す
。
世
界
に
類
を
見
な
い
高
齢
化
社
会

の
中
で
、
当
院
は
療
養
病
棟
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
を
さ
ら
に
活
性
化
し
、
地
域
医
療
を
実
践

し
て
ま
い
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
は
順
調
に
運
営
で

き
て
お
り
ま
す
。
ご
紹
介
を
い
た
だ
い
て
か
ら

入
院
可
の
判
定
、
入
院
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
、

40
床
が
フ
ル
稼
働
に
近
い
状
態
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
毎
日
可
能
と

な
る
区
分
１
の
取
得
を
目
指
し
て
、
機
能
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

療
養
医
療
で
は
、
気
管
切
開
、
重
症
度
の
高
い

患
者
さ
ん
を
多
数
受
け
入
れ
、
褥
瘡
の
防
止
・
改

善
を
含
む
質
の
高
い
療
養
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

外
来
診
療
で
は
、
残
念
な
が
ら
午
後
の
整
形
外

科
、
皮
膚
科
外
来
を
閉
鎖
い
た
し
ま
し
た
が
、
糖

尿
病
内
科
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

へ
び
年
に
あ
た
り
、
当
院
は
新
し
い
機
能
獲
得

に
向
け
て
脱
皮
し
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は

ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

2
0
2
4
年
は
大
災
害
に
始
ま
り
、
異
常
気

象
、
日
本
を
含
む
世
界
中
で
リ
ー
ダ
ー
が
交
代

す
る
な
ど
大
き
な
事
件
の
多
い
年
で
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
永
寿
総
合
健
診
・
予
防
医
療
セ

ン
タ
ー
は
順
調
に
活
動
を
続
け
ら
れ
、
過
去
最

高
の
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の
受
診
者
の
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
て
い
る
信
頼
の
た
ま
も
の
と
喜
ん
で
い

ま
す
。

今
年
も
よ
り
一
層
皆
様
か
ら
の
ご
希
望
に
お

応
え
す
べ
く
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
、
人
間
ド
ッ
ク
・
予
防
医
療
学
会
の
施
設

認
定
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
を
は
さ
み
長
ら
く
仮
認
定
で
し
た
が
、
よ

う
や
く
正
式
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
よ
り
多
く
の
方
々
か
ら
信
頼
い
た
だ
く

た
め
の
活
動
の
は
げ
み
に
な
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
健
康
を
守
り
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
周
知
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
発
に
活

動
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

院長　米丸 亮
Prof i l e
専門は一般内科および呼吸器内科
日本内科学会総合内科専門医、日本呼吸器
学会指導医
月（PM） 水 / 金（AM） 土（AM1・3・5 週）
の内科外来を担当

Prof i l e
日本外科学会外科専門医、日本人間ドック
学会認定医
予防医療センターでの診療と永寿総合病院
で月（PM）の外科外来を担当

２０２5 年の干支は、60 年に一度巡ってくる特別な年「乙
きのとみ

巳」です。

乙巳は、「発展と再生を意味し、努力が実を結ぶ勢いのある成長の年」と言われています。

蛇のように再生や変化を繰り返しながら、柔軟に発展していく年にふさわしく、

当財団が目指す今後の展望や抱負を各施設長に聞きました。

2025

高
度
医
療
と
充
実
し
た
診
療
体
制
で
、
地
域
貢
献
を
。

永
寿
総
合
病
院

永
寿
総
合
健
診
・
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー

永
寿
総
合
病
院
柳
橋
分
院
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EIJUのできごと
永寿を応援、ご支援して下さってる方にも、まだ永寿をよく知らない方にも。

地域のみなさま・医療機関さまに、ぜひお伝えしたい永寿・三施設のさまざまなできごとをご紹介します。

永寿総合病院

第16 回 地域医療連携の会を開催しました
1月 29 日、当院にて第16 回地域医療連携の会を開催しました。この会は

永寿総合病院と地域医療機関との連携を密にすることにより、機能分化を促
進し、あわせて医療の質の向上に寄与することを目的として年２回行っており
ます。湯浅理事長の挨拶で開会し、10月に着任した整形外科部長の山本医
師から股関節について、緩和ケア内科部長の廣橋医師より、痛みの治療の考
え方について情報提供させていただきました。講演後の懇親会では、地域医療
機関や施設の方々約70名にご参加いただき、顔を合わせて親睦を深めながら、
ご意見を伺え、大変貴重な機会となりました。これからもより良い医療を提
供するために、緊密に情報交換を行い、地域医療に貢献してまいります。

par t 7

全国の病院・総合病院・大学病院を調べることができる、総
合医療情報サイト ホスピタルズ・ファイルに、消化器外科 部長 
大島医師と産婦人科 部長 小田医師のインタビューが掲載されま
した。

診療実績や対応できる疾患・治療、患者さんや地域医療機関
へのメッセージを、ぜひご一読ください！

永寿総合病院　消化器外科・産婦人科

総合医療情報サイト ホスピタルズ・ファイルに掲載されました

当院では介護保険を利用して、通所リハビリテーションと訪問
リハビリテーションを行っています。
「通所リハビリテーション」ではご自身で、または送迎を利用し

て来院していただきます。約 80 分の時間で運動を中心に行い、
心身機能の改善・日常生活の自立・社会参加を目指した支援を
行います。

来院が難しい方には、セラピストが自宅に訪問する「訪問リハビ
リテーション」を提供しています。自宅の環境に即した実践的な練
習を行い、生活を「より良く」出来ることを目指して支援を行います。

今後も地域の方の生活を支援できるように、活動に取り組んで
まいります。

柳橋分院　通所・訪問リハビリテーション

リハビリテーションで
在宅生活を支援しています

地域連携セミナ―

開催の報告はこちら
ht tps://www.ei juhp.com/news/iryo/20250129.html整形外科　部長　山本 崇

第16 回　地域医療連携の会　2025/1/29

通所リハビリ
テーション

訪問リハビリ
テーション

接種期間  3/28（金）まで！  ※土日祝を除く
予約時間  月曜日～水曜日・金曜日　15：00、15：15、15：30

　　　　　 木曜日　15：30、15：45
ワクチン  （株）ファイザー　コミナティ
対 象 者  予診票をお持ちの方

※接種の対象者の要件や接種費用等の詳細は、必ず、お住まいの市区町村のホームページ等でご確認ください。

新型コロナワクチン接種 ご予約受付中

ご好評をいただいております『オプションキャンペーン』を今年も
実施中です。

日頃、健康診断を受診する機会の少ない個人のお客様※は、是非
この機会に健康管理にお役立ていただければ幸いです。

職員一同、皆様のご予約を心よりお待ちしております。
※全額個人払いの方が対象です。

永寿総合健診・予防医療センター

2025 年 3 月 31日まで
オプションキャンペーン実施中！

ご予約・お問い合わせ先

TEL：03-3833-7351

（受付時間 月～金 8：30 ～ 17：00 / 土 8：30～12：00（日・祝除く）

ホームページ

※いずれかおひとつ
　お付けいたします

日帰りドックの方には特典オプションが付きます！
日帰りドックスタンダード
￥49,500
日帰りドック全身コース
￥110,000
日帰りドック+ 脳ドックコース
￥88,000

オプションキャンペーン内容

メタボ
ＣＴ

ピロリ菌
検査

動脈硬化
（血圧脈波）

お手元にチケットは届いていませんか？
年度内にぜひご受診ください！
※胃カメラでの胃がん検診は永寿総合病院でのご予約と

なります。

令和 6 年度台東区がん検診の
ご予約を受付中です！

がん検診

ワクチン接種

詳細はこちら
https://www.eijuhp.com/kenshin/news/20250115.html 

詳細はこちら
h t t p s : // w w w . e i j u h p . c o m /
kenshin/news/20241017.html

緩和ケア内科　緩和ケアセンター　部長　廣橋 猛

詳

しくはこちら
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朝日信用金庫

永寿総合病院・柳橋分院・予防医療センターは運営に
対し、企業や個人の皆様方から広く寄附金を受け入れ、その
成果を通じて地域医療の向上や必要とされる医療を確保
し社会貢献に役立てます。

なお、当財団への寄附は、税制上に優遇措置があります。
（詳細についてはお問い合わせ下さい）

いくつになっても楽しく食事をし続けるための工夫は？
普段感じている食事の疑問について、栄養士に直接
質問できるチャンス !

1. 病院に必要な設備の拡充
2. 病院に必要な機器・消耗品の購入
3. 成人病を中心とした予防治療等の調査・

研究に使用します

寄附金の使途皆様からの温かいご寄附を
お待ちしております

財団事務局　寄附係

TEL  03（3833）8383
お問い合わせ
お 申 し 込 み

地域医療支援病院 / 東京都災害拠点病院

永寿総合病院

回復期リハビリテーション/ 医療療養型病棟

永寿総合病院 柳橋分院

日本人間ドック学会認定 / 日本脳ドック学会認定

永寿総合健診・予防医療センター

公式 X 産婦人科
インスタグラム

薬剤部
インスタグラム

公式 SNS は
こちらから

アクセス

第 3 回 公 開 講 座

リハビリテーション科主催

嚥下と栄養

3 月 8 日　●土
13：00〜15：00

開催日時

対象

永寿総合病院 リハビリテーション科
受付時間　月〜金　9：00 〜 16：00

お申し込み・お問い合わせ

　03-3833-8404
　 koukaikouza@eijuhp.com

参加費
無料

開催場所

永 寿 総合 病 院
3 階 多目的ホール

どなたでも
参加可能

オレンジカフェ

認知症のお話
定 員 ３０名（先着） 参加費 無料

＊当日は必ずマスクをつけてご参加ください。
＊発熱・風邪症状のある方は、ご参加いただけません。

認 知 症の気になる方、及びその家 族
認 知 症に関心がある方、地 域の方
医 療・介護 関係 者

対象

3 月 11 日　●火
15：00〜16：00

（14：45 開場）

開催日時

永 寿 総合 病 院
3 階 多目的ホール

開催場所

永 寿 総合 病 院　
脳神 経内科     部長 井上 幸 治
メンタルケア科 部長 黒 田 彩子

講 師

お電話していただくか、総合案内でお声掛けください。
永寿総合病院

お申し込み

03-3833-8381 内線 2319


